	題　　目
	
	シンチレーション検出器の開発

	１

	研究室名
	
	宇宙粒子研究室

	１

	学籍番号
	
	10761063
	
	
	
	

	氏　　名
	
	中島　明彦
	
	
	
	

	

	研究目的
Auger観測所のための、プラスチック・シンチレータを用いた宇宙線観測装置の開発。
宇宙線によって生じた空気シャワー中の2次粒子を成分（電子、ガンマ線、μ粒子）に分けて測定する。
実験装置
[image: image1.png]80cm

4cm

Z, ) : TFARIYZH—

/

ORE%

Ehs

1ch. 2ch. 3ch
/\trl er

Aoaxa—7

—{pC





シンチレータバーを10本並べたものを3層作製する。1，2, 4層目はシンチレータとし3層目に鉛板を挟む。シンチレータには、それぞれ波長変換ファイバー(光ファイバー)を通しており、波長変換ファイバーで取り出した光を光電子増倍管で検出する。検出した信号をアンプ、ディスクリミネータ、OR回路に通しトリガー信号を作り、オシロスコープで読み込む。電子は、上二つのシンチレータから信号が出るが、鉛に吸収され3層目のシンチレータでは検出されない。ガンマ線は、上二つのシンチレータからは、信号は出ない。鉛に当たると、電子に変換され、3層目のシンチレータにより検出される。ミューオンは、どのシンチレータからも検出される。これで宇宙線を成分毎に測定する。

実験結果
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左から順に電子候補、ガンマ線候補、ミューオン候補である。左図では1層目と2層目のみが反応しているため電子が通過したと考えられる。 中図では3層目のみに信号が見られるのでガンマ線が通過したと考えられる。右図は全ての層で信号が見られるためミューオンが通過したと考えられる。このように空気シャワー中の粒子をその成分に分けて測定できる装置が完成した。 


シンチレータ　縦　4cm　横　80cm　厚さ　1cm


鉛　　　　　縦　40cm　横　80cm　厚さ　5mm










